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成
人
の
日
の
1
月
12
日
、
第
17
回
蜂
ヶ

峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
蜂
ヶ
峯
総

合
公
園
並
び
に
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
8
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

コ
ー
ス
の
一
部
が
被
害
に
あ
っ
た
た
め
、

コ
ー
ス
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
、
大
会
の
主
催
が
昨

年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
「
和
木
町
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」（
小
倉
常
雄
理
事

長
）
と
「
和
木
町
体
育
協
会
」
と
な
り
、

新
た
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
か
ら
約
7
0
0
名

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
当
日
は
、

6
2
1
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し
ま
し
た
。

　

競
技
中
は
、
冬
の
暖
か
い
日
差
し
、
雨

や
み
ぞ
れ
が
降
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
天
気
に
、
ラ
ン
ナ
ー
が
体
調
管
理

に
気
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
々
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
小
倉
理
事
長
が
、「
最
後

ま
で
頑
張
っ
て
完
走
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
米
本
正
明
和

木
町
長
は
、「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
を
挙

げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
町
民
全
員
が

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
最
後
に
、
和
木
中
学
校
大
野

智
也
君
が
、「
支
え
て
く
れ
る
人
に
感
謝
し
、

精
一
杯
走
り
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓

し
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、「
3
㎞
一
般
女
子
・
中
学
生
女

子
」
を
皮
切
り
に
、「
2
㎞
小
学
生
」「
10
㎞

一
般
男
子
女
子
・
年
齢
別
男
子
」「
5
㎞
一

般
男
子
女
子
・
年
齢
別
男
子
・
中
学
生
男
子
」

と
順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
応
援
す
る
保
護
者
・
家
族
・
友
人
な
ど

が
集
ま
り
、
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
大
き
な
声

で
応
援
し
、
ゴ
ー
ル
前
の
沿
道
で
は
、「
ラ

ス
ト
！
が
ん
ば
れ
！
」
の
大
き
な
声
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
は
、
蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
実
行
委
員
会（
橋
田
久
生
委
員
長
）

が
中
心
と
な
り
、
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
（
三
分
一
重
厚
会
長
）、
和
木
町

体
育
協
会
（
小
倉
常
雄
会
長
）
や
町
職
員
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
務
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
お
も
て
な
し
と
し

て
は
、
和
木
町
婦
人
会
（
西
田
敏
子
会
長
）・

和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田

浅
美
会
長
）
が
担
当
し
、う
ど
ん
や
む
す
び
、

ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
有
志
と
し
て
、
商
工
会
な
ど
が

出
店
し
、
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
者
に
温
か
い
飲

み
物
や
食
べ
物
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

橋
田
委
員
長
は
、「
今
年
は
、
災
害
の
影

響
で
コ
ー
ス
を
変
更
し
た
た
め
、
ラ
ン
ナ
ー

の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
。
来
年
は
、
更
に
発
展
し
た
大
会
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

蜂
ヶ
峯
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

第
17
回

お
お
の

と
も
や
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大 会 結 果
※敬称略

区 分

一般男子
10kmの部

一般女子
10kmの部

40歳代男子
10kmの部

50歳代男子
10kmの部

60歳以上男子
10kmの部

中学生女子
3kmの部

小学6年男子
2kmの部

中学生男子
5kmの部

一般女子
3kmの部

60歳以上男子
5kmの部

50歳代男子
5kmの部

40歳代男子
5kmの部

一般女子
5kmの部

一般男子
5kmの部

第 1位 第 2位 第 3位 区 分

小学5年男子
２kmの部

小学4年男子
２kmの部

小学3年男子
２kmの部

小学6年女子
２kmの部

小学5年女子
２kmの部

中学生女子
団体

中学生男子
団体

小学生団体

小学1年女子
1.5kmの部

小学2年女子
1.5kmの部

小学1年男子
1.5kmの部

小学2年男子
1.5kmの部

小学3年女子
２kmの部

小学4年女子
２kmの部

第 1位 第 2位 第 3位

　　は和木町からの参加者

福﨑　穰司
広島市
20分39秒

島尾　悟
岩国市
20分52秒

越水　健
大竹市
20分56秒

伊藤　正志
柳井市
19分39秒

槙本　豊
広島市
21分57秒

安村　和史
岩国市
22分30秒

台信　風馬
熊野町
07分23秒

中尾　紳二
東広島市
07分26秒

大田　遥人
岩国市
07分36秒

高橋　舞衣
今治市
11分12秒

花守　愛
東広島市
11分47秒

関野　稜介
山口市
17分29秒

森屋敷　幸太
広島市
17分41秒

河谷　好晃
下松市
17分43秒
武田　栞奈
岩国市
11分58秒

浜下　結音
広島市
13分46秒

森田　恵理
岩国市
16分56秒

渋谷　雅
岩国市
17分05秒

岡﨑　輝義
美祢市
18分41秒

佐藤　大樹
広島市
19分16秒

木南　達昭
倉敷市
19分49秒

西田　鈴菜
広島市
20分06秒

関　文乃
笠岡市
25分48秒

辰崎　祐子
北広島町
27分06秒

谷川　延久
岩国市
17分07秒

大澤　遼
広島市
17分21秒

柴田　一平
広島市
17分25秒

吉岡　徹
岩国市
32分41秒

藤田　悠
岩国市
33分36秒

山西　聡
和木町
33分44秒
井上　登志絵

光市
47分14秒

砂本　義文
広島市
40分49秒

前野　博
光市

41分26秒

吉岡　光弘
福山市
43分11秒

小池　仁一
三原市
38分39秒

箱島　慎二
広島市
40分35秒

柴田　章
廿日市市
40分51秒

鍋島　孝
廿日市市
36分20秒

森本　大輔
岩国市
37分01秒

登根　健一
廿日市市
38分41秒

越水　絢美
大竹市
42分31秒

中島　理英
広島市
45分59秒

中村　伊吹
東広島市
06分39秒

坂田　瑛吾
広島市
06分42秒

杉岡　隆太
周南市
06分44秒

浜下　胡音
広島市
06分27秒

大住　早永
福山市
06分36秒

水野　愛理
廿日市市
06分47秒

平田中陸上部
1時間09分42秒

東広島TFC
39分24秒

和木中学校
野球部Ａ

1時間40分37秒

麻里布サッカー
Ａ

40分58秒

麻里布サッカー
Ｂ

41分06秒

和木中学校女子
バスケットボール部
1時間10分18秒

和木中学校女子
バレーボール部
1時間19分03秒

平田中陸上部
1時間48分20秒

HARUMI S.C. 
1999 イエロー
1時間48分42秒

福永　陽果
岩国市
07分28秒

宮本　鈴
和木町
07分31秒

貞光　咲智
岩国市
07分51秒

畑中　春人
岩国市
06分17秒

村上　凱城
広島市
06分19秒

竹迫　大翔
岩国市
06分22秒

中西　月輝
和木町
09分13秒

村岡　春風
和木町
10分08秒

大木　蓮華
東広島市
10分13秒

浜下　音花
広島市
07分59秒

杉岡　優希
周南市
08分09秒

石原　優衣子
東広島市
08分20秒

台信　楓之介
熊野町
07分16秒

岩井　寛征
山陽小野田市
07分31秒

野村　悠仁
岩国市
07分38秒
田中　晴流
岩国市
07分53秒

浜下　音羽
広島市
07分39秒

日野山　未羽
邑南町
07分45秒

中尾　美紀
呉市

07分52秒

東　成美
東広島市
07分57秒

平川　咲希
丸亀市
08分15秒

窪田　結
岩国市
08分27秒

廣田　蒼樹
岩国市
08分11秒

廣中　大輝
岩国市
08分24秒

坂田　颯磨
広島市
08分32秒

村上　魁
岩国市
07分53秒

和田　虎星
呉市

07分53秒
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1
月
11
日
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
新

春
恒
例
の
「
和
木
町
消
防
出
初
式
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
和
木
町
消
防
団
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
、

JX
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
麻
里
布
製
油
所
、

三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
の
自
衛
消
防
隊

な
ど
、
約
1
4
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
8
時
30
分
か
ら
、
澄
み
渡
る
青
空

の
下
、厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、

米
本
町
長
は
「
昨
年
8
月
6
日
の
豪
雨
災
害

で
は
、
和
木
町
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
災

害
を
通
じ
、
町
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
の

確
保
の
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
防
災
・
減
災

対
策
の
充
実
強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
の
皆
様
が
、

懸
命
に
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
消
防
団
に
対
す
る
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。『
安
心
・
安
全
な
町
　

和
木
町
』
を
築
く
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
消
防
団
員
の

活
動
を
労
う
と
と
も
に
、
防
災
体
制
の
一
層

の
充
実
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
永
年
に
わ
た
る
活
動

が
評
価
さ
れ
、
24
名
が
表
彰
を
受
け
、
新
入

団
員
1
名
が
先
輩
団
員
た
ち
の
前
で
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
役
場
駐
車
場
で
行
っ
た
力

強
い
一
斉
放
水
に
、
見
学
者
か
ら
も
拍
手
と

歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
和

木
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
温
か
い
炊
き

出
し
が
振
る
舞
わ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
が
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　
村
田
　
幸
彦
（
元
第
1
分
団
部
長
）

　
竹
林
　
純
治
（
元
第
2
分
団
部
長
）

　
森
本
　
真
二
（
元
第
3
分
団
部
長
）

　
田
上
　
広
和
（
元
第
1
分
団
班
長
）

　
久
森
　
哲
夫
（
元
第
2
分
団
班
長
）

　
浦
野
　
光
雄
（
元
第
1
分
団
団
員
）

〈
功
績
章
〉

　
黒
下
　
利
夫
（
第
2
分
団
部
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　
栗
本
　
智
行
（
第
1
分
団
団
員
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　
與
三
本
高
志
（
第
1
分
団
団
員
）

■
和
木
町
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　
村
田
　
幸
彦
（
元
第
1
分
団
部
長
）

　
竹
林
　
純
治
（
元
第
2
分
団
部
長
）

　
森
本
　
真
二
（
元
第
3
分
団
部
長
）

　
田
上
　
広
和
（
元
第
1
分
団
班
長
）

　
久
森
　
哲
夫
（
元
第
2
分
団
班
長
）

　
浦
野
　
光
雄
（
元
第
1
分
団
団
員
）

　
名
越
　
章
博
（
元
第
1
分
団
団
員
）

〈
功
労
章
〉

　
杉
山
　
幸
久
（
第
3
分
団
班
長
）

　
森
重
　
　
稔
（
第
1
分
団
班
長
）

　
田
中
　
博
美
（
団
本
部
班
長
）

　
小
山
　
昌
利
（
第
3
分
団
団
員
）

　
山
田
　
匡
晃
（
第
3
分
団
団
員
）

　
中
川
　
晃
成
（
第
1
分
団
団
員
）

　
宮
本
ゆ
か
り
（
団
本
部
団
員
）

　
岩
岡
久
美
子
（
団
本
部
団
員
）

　
副
島
　
　
梢
（
団
本
部
団
員
）

〈
25
年
勤
続
章
〉

　
杉
野
　
和
生
（
第
2
分
団
班
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉

　
栗
本
　
智
行
（
第
1
分
団
団
員
）

■
和
木
町
消
防
団
長
表
彰

〈
精
勤
章
〉

　
中
村
　
　
博
（
第
3
分
団
団
員
）

　
片
山
　
博
和
（
第
1
分
団
団
員
）

■
山
口
県
知
事
表
彰

〈
功
労
章
〉

　
天
羽
　
正
人
（
団
本
部
団
長
）

■
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
消
防
記
念
日
表
彰
〉

　
米
本
　
　
隆
（
第
2
分
団
副
分
団
長
）

■
新
入
団
員
紹
介

　
安
原
　
秀
樹
（
第
2
分
団
）

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

受
賞
さ
れ
た
方
々

※
敬
称
略

※
括
弧
内
は（
元
）所
属
分
団
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1
月
11
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
成
人

式
」
を
開
催
し
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
6
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

92
人
（
男
性
62
人
、
女
性
30
人
）。
式
典
に

は
華
や
か
な
振
袖
や
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
54
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
重
岡
教
育
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
試
練
が
待
ち
受

け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な

く
、皆
さ
ん
の
あ
ふ
れ
る
若
さ
と
パ
ワ
ー
で
、

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

太
田
教
育
委
員
長
か
ら
新
成
人
代
表
の
福
島

昇
也
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
本
町
長
は
祝
辞
で
「
昨
年
の
8

月
の
豪
雨
災
害
で
、
私
が
改
め
て
感
じ
た
こ

と
は
、『
地
域
の
絆
の
強
さ
』
で
す
。
と
か

く
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
和
木
町
の
皆
様
の

絆
は
非
常
に
強
く
、
他
に
誇
れ
る
も
の
だ
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
和
木
町
で『
絆
』

と
い
う
名
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
っ
ぷ
り
と
充

電
し
、
再
度
夢
の
実
現
に
向
け
て
大
き
く

羽
ば
た
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
中
島
健
太
さ
ん

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
そ
の
後
、
町
民

憲
章
の
唱
和
が
小
笠
原
圭
吾
さ
ん
に
よ
り
力

強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
生
で
一
度
き
り
の
節
目
で
あ
る
成
人

式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
大
人
と
い
う

今
ま
で
と
は
違
う
立
場
で
こ
の
社
会
の
中

を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
あ
る
と

感
じ
、
気
を
引
き
締
め
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

私
た
ち
は
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
育
つ

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
よ
う
に
い
る
友
達
や
、
一
緒
に
暮

ら
し
た
家
族
、
そ
し
て
熱
心
に
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
な
ど
、
自
分
自
身
以

外
の
支
え
が
あ
っ
て
、
こ
う
し
て
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
支
え
て
も
ら
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
、
逆
に
自

分
た
ち
が
相
手
を
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
成
人
に
な
っ
て
い
け

る
よ
う
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
き

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
心
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

よ
う
に
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

新成人代表　中島健太さん

　
式
典
終
了
後
は
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
記

念
写
真
撮
影
に
続
い
て
、
新
成
人
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
時
代
の

恩
師
や
旧
友
と
の
再
会
で
、
互
い
の
近
況
報

告
や
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
会

場
は
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

期
待
胸
に

54
名
の
新
成
人
が
集
う

実行委員の皆さま
　　　　　お疲れ様で

した
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岡コナミさん

　

12
月
25
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
町
内
全
22
地
区
の
自
治

会
長
と
、
米
本
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が

意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
年
3
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
和
木
町
総
合
防
災
訓

練
、
コ
ー
プ
山
口
と
の
災
害
協
定
締
結
、
わ

き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
7
項
目
に

つ
い
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
で
は
、
町
の
防
災
体
制

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
の
皆
さ

ん
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

　

1
月
14
日
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
見
守

り
・
支
え
合
い
模
擬
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
町
内
の
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
支
援
が
必
要
な
人
を
地
域
ぐ
る
み
で
守

る
た
め
、
異
変
を
察
知
し
た
時
の
対
応
手
順

を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
想
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

①
新
聞
配
達
員
が
高
齢
者
宅
に
新
聞
が
た

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
、役
場
へ
連
絡
。

②
役
場
か
ら
の
連
絡
で
地
区
の
民
生
委
員
や

福
祉
員
が
訪
問
す
る
が
安
否
確
認
で
き

ず
、
警
察
官
立
ち
合
い
の
も
と
役
場
職
員

と
宅
内
を
探
す
。

③
宅
内
で
倒
れ
て
い
る
本
人
を
発
見
し
、

「
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
」（
Ｐ
6
）
を

利
用
し
救
急
搬
送
。

ま
ち
の
話
題

地
域
見
守
り
・
支
え
合
い
模
擬
訓
練

　

次
の
方
々
が
、満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
満
90
歳

　

１
月
17
日　

岡
コ
ナ
ミ
さ
ん

　

１
月
24
日　

宮
本
幸
子
さ
ん

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

1
月
21
日
に
保
育
所
で
、
22
日
に
幼
稚
園

で
そ
れ
ぞ
れ
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

に
、
保
育
所
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
の
園
児
は
一
人
で
、
保
育
所
の
児

童
は
先
生
と
一
緒
に
杵
を
持
ち
、
周
り
か
ら

の
「
よ
い
し
ょ
！
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て

力
強
く
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、つ
き
た
て
の
も
ち
を
丸
め
た
り
、

き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
り
、
も
ち
つ
き

の
様
子
を
絵
に
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
と
保
育
所
で
も
ち
つ
き

保育所

幼稚園
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国保被保険者の方へ

国民年金（第１号被保険者）の独自給付

　限度額適用認定証等を提示すれば、外来診療でも限
度額までの支払いで済みます。
非課税世帯▶限度額適用・標準負担額減額認定証
課税世帯（70歳未満の方）▶限度額適用認定証
課税世帯（70歳以上の方）▶必要ありません。

（高齢受給者証のみ）
※認定証は、入院される場合もご利用いただけます。
　事前に申請が必要ですので、保健福祉課へお越しく
ださい。

～高額な外来診療を受ける方へ～
　国民健康保険は、和木町に住民票のある方が対象で
すので、転出した場合には資格を失います。ただし、
学生の場合は特例として引き続き元の世帯にいるもの
として、和木町の被保険者になります。
　この場合、学生用の被保険者証を発行いたしますの
で、保健福祉課で手続きをお願いします。
条　件▶修学中であり、転出して町外に住所を移して
いる者（見込みの場合も含む）
必要な物▶在学証明書や学生証の写し又は合格通知
等、被保険者証、印鑑

付加年金
　第１号被保険者及び任意加入被保険者の人は、希望によりご利用になれます。
　月々の定額保険料に付加保険料（４００円）をプラスして納めると、老齢基礎年金に付加年金を上乗せして受け
取ることができます。
※付加保険料は、納付期限（翌月末日）までしか納めることはできません。
※国民年金基金加入者、第３号被保険者（会社員や公務員に扶養されている配偶者）の人は、申込みできません。
年金額…付加保険料納付月数×２００円

寡婦年金
　第１号被保険者及び任意加入被保険者として、保険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて２５年以上ある夫
が６５歳前に老齢基礎年金や障害基礎年金を受けずに亡くなったとき、生計を維持されていた妻（婚姻期間が１０
年以上）が６０歳から６５歳になるまでの間、受給されます。
年金額…夫の第１号被保険者期間について計算した老齢基礎年金の４分の３の額（付加年金は除く）

死亡一時金
　第１号被保険者及び任意加入被保険者として国民年金保険料を 3 年（３６月）以上（一部免除の場合は月数が変
わります）納めている人が、老齢基礎年金や障害基礎年金などを受けずに亡くなったとき、生計を同一にしていた
遺族が受けられる一時金です。
　ただし、妻や子が遺族基礎年金を受けられるときは、死亡一時金は受給できません。
一時金の額…保険料を納めた期間に応じて１２万円～３２万円
※付加保険料を３年（３６月）以上納めているときは、８，５００円が加算されます。
注）寡婦年金を受けるための要件と死亡一時金を受けるための要件の両方に該当する場合は、どちらか一方を選択
することになります。

問合せ▶岩国年金事務所（☎２４－２２２２）・保健福祉課（☎５２－２１９５）

～学生の被保険者証について～

問合せ▶保健福祉課（☎52－2195）

　「
あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
」
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
自

宅
で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
本
人

に
代
わ
っ
て
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
、
迅
速
な
救
急
活
動
に
役
立

つ
も
の
で
す
。

　
既
に
カ
プ
セ
ル
の
配
布
を
受
け
て
い

る
方
は
、
緊
急
時
に
備
え
て
次
の
こ
と

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
カ
プ
セ
ル
は
自
宅
冷
蔵
庫
に
保
管
し

て
い
る
か

・
保
管
場
所
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
冷
蔵
庫

に
貼
っ
て
い
る
か

・
カ
プ
セ
ル
内
の
情
報
は
最
新
の
も
の

に
更
新
し
て
い
る
か

　
な
お
、
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
悪
徳

商
法
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
玄
関
用
の

シ
ー
ル
は
内
側
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
随
時
、
新
規
の
利
用
希
望
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

正
し
い
利
用
で
、

　
　
　

あ
ん
し
ん

あん
しん情報カプセル

119
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町子連

婦人会

443

　県の社会教育・文化財課では、少子化や核家
族化等社会環境の変化に伴い、家庭や地域の教
育力低下による子どもたちの育ちへの影響が深
刻な課題となっていることから、家庭における
親の役割を見直し、望ましい家庭教育の実践へ
向けての気運を高めるとともに、地域や社会全
体で支え合う環境づくりを進めています。
　キャンペーンでは、家庭教育の充実に向けて
次の４つの事項を提唱しています。

　　　基本的生活習慣の定着
　　　家族がふれあう機会づくり
　　　お手伝いの定着
　　　父親の家庭教育参加

　そして、スローガンに「早寝早起き朝ごはん、
本を読んで外遊び、みんな仲良く今日も元気」
を掲げ、家庭教育の大切さを呼びかけています。
社会教育・文化財課「家庭の元気応援キャン
ペーン」のサイトには、『親と子のやくそくカ
レンダー』や『「家庭でのお手伝い」に関する
アンケート結果』など情報が満載されています
ので、参考にされてください。
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a50400/
kateikyouiku/kateinogenki.html

　１月１２日、恒例の蜂ヶ峯クロスカントリー大会が和
木ゴルフ倶楽部をメインコースに実施されました。
　そして、こちらも毎年ご協力くださる町子連（吉田浅
美会長）と婦人会（西田敏子会長）の皆さんによる、う
どんとぜんざいの
無料配食が行われ
ました。
　走り終えた選手
やスタッフの皆さ
んに大変喜ばれて
いました。
　社会教育団体と
して、地域貢献も
活動の軸に据え
る、和木町の力強
い応援団の皆さん
です。

　和木町教育委員会では、来年度小学校に入学するお子
さんの保護者を対象に、「子育て支援講座」を開催してい
ます。内容は、「就学時の子育てについて」ですが、どな
たが聞いてもためになる話です。
　乳幼児の保護者の方はもちろん、お孫さんがいらっしゃ
る方も「孫育て」のヒントにいかがでしょうか？
　ご友人、ご近所の方をお誘いの上、ぜひお越しください。
日　時　2月 6日（金）　１０：４５～１１：４５
（１０：３０までは、小学校の一日入学を行っています）
場　所　和木小学校体育館（２階）
講　師　周南市教育委員会教育研究センター上席研究員
　　　　河内　澄行様
演　題　「子育ては親育ちから
　　　　　　　～成長を楽しみに親業スタート～」
その他　・上履きをご持参ください。
　　　　・託児等はございません。

家庭の元気応援キャンペーン おもてなしボランティア

子育て支援講座
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柳広司著
平谷美樹著
高杉良著
柴崎友香著
森博嗣著
湊かなえ著

山田詠美著
群ようこ著

よしもとばなな著
藤田宜永著

宇部京子文・菅野博子絵
　

佐川芳枝作・やぎたみこ絵
かんざわとしこ文・ましませつこ絵

あきやまただし作・絵

木坂涼文・はたこうしろう絵
　

ヘレン・スティーヴンズ作・絵　さくまゆみこ訳
　

内田麟太郎文・川端理恵絵

＜CD＞
☆FUN!FUN!FANFARE!/いきものがかり
☆MIETA/木村カエラ
☆M album/Kinki Kids
☆ヴァラエティ/竹内まりあ
☆透明な色/乃木坂46
☆LIVE AT BUDOUKAN/BABYMETAL
☆W Best/May Ｊ.
☆宇多田ヒカルのうた　13組の音楽家による13の解釈
について

＜一般書＞
『ラスト・ワルツ』
『でんでら国』
『創業社長死す』
『パノララ』　
『暗闇・キッス・それだけで』
『絶唱』

『賢者の愛』
『ゆるい生活』　
『サーカスナイト』
『探偵・竹花　帰り来ぬ青春』

＜児童書・絵本＞
『はなちゃんの　はやあるき　はやあるき』　

『ゆうれい回転ずし　たまご焼きのひみつ』　

『うめぼしさん』　
『おばけの　たまごにいちゃん』　
『ネコのナペレオン・ファミリー』
　
『おばあちゃんからライオンをかくすには』　

『ねこの手かします5　ねこじたのまき』　

開館時間　平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
　　　　　土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■白字は図書館休館日

2月の休館日

3
10

5
12

17

6
13

7
8
15

9
16
23 24 25 26 2827

4
11

19 20 21
22

18
14

21

☆図書館休館のお知らせ☆
おはなし会

２月のおはなし会は図書館休館の

ためありません。

　図書館の貸出システム等の入れ替えのため、
２月１３日～２月２６日まで休館します。
　ご迷惑をおかけしますが、
ご理解の程、よろしくお願い
いたします。
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対象▶乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
場所▶地域子育て支援センター（保育所２階）

すっくちゃん

2 月の行事（うきうきタイム）
２月　６日（金）　発育測定
　　１３日（金）　作ってあそぼ
　　２４日（火）　誕生日会

日時▶毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　　９時３０分～１２時
　　　うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　　　　　　１１時頃～
　　　所庭での外遊び　　　１１時３０分頃～

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

　みんなで子育ての相談ごとや悩みについて、お
話しませんか？子育てについて一緒に考えましょ
う。お気軽にご利用ください。
日　時▶３月５日（木）
　　　　１４時～１７時のうち、１時間程度
場　所▶保健相談センター健康相談室
相談員▶玉田 和子　臨床心理士
申込み▶保健相談センター（☎52－7290）
　　　　までご連絡下
　　　　さい。

　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場と
して開放しています。広い部屋で思う存分、子ども
さんが遊んだり、保護者同士が交流する場として、
ご利用ください。
　日時▶毎週木曜日　　　１０時～１５時
　　　　わくわくタイム　　１１時頃から
　場所▶保健相談センター

わくわくルーム

2月の行事（わくわくタイム）
２月１２日　お話会
　　２６日　缶バッチ作り

　地域子育て支援センター（和木保育所２階）
には、子どもさんが喜ぶおもちゃが充実していま
す。親子のふれあいの場として、ご活用ください。
季節にあわせた手遊び、リズム遊びを一緒に楽
しみませんか？工作、誕生日会、発育測定などの
行事もあります。

うきうき広場

地域子育て
支援センターからの
お知らせ

和木幼稚園就園時健康診断
訂正とお詫び

　子育てねっと１２－１月号および広報わき１月
号に掲載した和木幼稚園就園時健康診断の時間を
誤って掲載していました。訂正しお詫びいたし
ます。

　誤）日時▶２月１７日（火）　９時３０分～
　正）日時▶２月１７日（火）１３時３０分～

　なお、内容等は次のとおり訂正はありません。
内　容▶健康診断･面接
対象児▶新年少児（平成２３年４月２日～平成２４
年４月１日生）、新年中児、新年長児で途中入
園される方
場　所▶和木幼稚園遊戯室
持参物▶筆記用具・印鑑・スリッパ
問合せ▶ 和木幼稚園（☎５２－２７０７）

すくすく面接相談会
（グループ編）

お話会

缶バッチ作り
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親子であつまろう！

　そんな共通の目的で集まった保護者同士が、協力し合って、
子育てサークルを作ってみませんか？
●対象となる子育てサークル
①代表者及びメンバーの 2/3 以上が、和木町に在住。
②乳幼児とその保護者で構成されること
③サークルには、誰でも参加できるなど、オープンなもの
　以下の活動に関係する団体は、対象除外となります。
　　・政治活動　　　・宗教活動　　　・営利目的
●利用できる内容
①和木町保健相談センターの施設の使用
②活動内容の相談

問合せ・申込み▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

子育てサークルをつくりませんか？
～子育てサークル育成支援事業～

「親子で外出したい」「子育ての情報を交換したい」
「親子でいろんな遊びをしたい」「楽しい行事をしたい」

　子育てサロン「たんぽぽ」では、親同士、
子ども同士のコミュニケーションのための
場所を提供しています。お気軽にご参加く
ださい。

日　時▶２月１７日（火）
　　　　１０時～１１時３０分
対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）
内　容▶室内での遊び・茶話会
場　所▶和木２丁目第３集会所
　　　　（山の手集会所）
※当日は、ピンクの幟を掲げています
参加費▶１家族１００円
問合せ▶和木町社会福祉協議会

（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」

すくすく計測相談会
　小さい赤ちゃんでも安心です。お気軽
にご利用下さい。
日　時▶２月１９日（木）
　　　　１３時３０分～１５時 受付
内　容▶乳幼児の身長・体重測定
　　　　 希望者は保健相談・栄養相談
場所・問合せ▶保健相談センター

（☎５２－７２９０）

幼児食教室
　子育て中の方同士で、おしゃべりしながら、お子さまランチ
をつくってみませんか？
日　　時▶２月２７日（金）９時３０分～１３時 
内　　容▶食事についてのお話・情報交換・
　　　　　調理実習（ヘルシーお子さまランチ）
場　　所▶保健相談センター　和室・栄養指導室
食材料費▶５００円程度
持 参 物▶母子手帳・エプロン・ふきん・手拭タオル・お子さん

用の食事セット（エプロン・フォーク・箸など）
申込期限▶２月２０日まで（但し先着８組）
申 込 先▶保健相談センター（☎５２－７２９０）
◆食物アレルギー等のある
　場合は、申込時にお伝え
　ください。

子育てサークル「けんちゃん」

～親子で遊び、交流してみませんか？

大きくなっ
たかな
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元気アップ教室

●作り方
①下準備
鶏肉…２㎝程度に切る。
ごぼう・れんこん・にんじん…皮を除き、乱切り。
さやえんどう…筋を取り、塩茹でする。半分に斜め切り。
しょうが・にんにく…みじん切り。
②煮る
鍋に油を熱し、しょうが、にんにくを炒める。香りが出たら、鶏肉、ごぼう、れんこん、に
んじんも加える。ⓐを加え１０～１５分程度、中火で煮る。しょうゆ、ピーナツバター
で味付けし、もう１０分程度煮含める。盛り付けてさやえんどうを散らす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人分エネルギー　126キロカロリー）

鶏肉と根菜のピーナツ煮
（材料４人分）

2月

鶏もも肉……………………80g
ごぼう………………………100g
れんこん……………………100g
にんじん……………………60g
さやえんどう……………4～5枚
しょうが…………………小1カケ
にんにく…………………1/2カケ
油……………………… 小さじ2
　　水……………………大さじ3
ⓐ　酒……………………大さじ1
　　鶏がらスープの素……小さじ2
しょうゆ…………………小さじ2
ピーナツバター…………小さじ2

　健康のためにできること……、まずは、自分のからだ
を知ることです！今回は、血流測定です。
　日　時▶２月９日（月）１０時～１５時
　対　象▶一般の方
　内　容▶血流測定※申込み不要
　場　所▶保健相談センター
　問合せ▶保健相談センター（☎５２―７２９０）

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

日　時▶２月２０日（金）１３時３０分～１５時
内　容▶初心者向けのエアロビクス
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
申込み▶２日前まで（定員１５名）

　問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

エアロビクス編

日　時▶３月４日（水）１０時～１３時
内　容▶メタボ予防の食事
準　備▶実習費４００円・エプロン・ふきん
申込み▶１週間前まで（定員１５名）

食事編

　中学３年生と高校３年生に該当する年齢の方を
対象に、インフルエンザ予防接種の費用を助成し
ます。
　実施期間▶２月２８日（土）まで（転出後、無効）
　対 象 者▶和木町に住民票がある中学３年生と

高校３年生に該当する方
　問 合 せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

知って、変わろ
う！知って、変わろ
う！

知って、変わろ
う！ 中３・高３インフルエンザ予防接種

～ 和木町健やか安心事業 ～

　和木町内の身近なホームドクター
が専門の糖尿病についてわかりやす
くお話されます。糖尿病の予防法や
治療など、この機会に学び、ご自身
や家族の健康づくりに生かしましょ
う。どなたでも無料で参加できます。
　日　時▶２月２７日（金）
　　　　　１３時３０分～１５時
　講　師▶中村クリニック
　　　　　平野雅俊 先生
　対　象▶一般の方　
　　　　　※事前申込み不要
　場　所▶保健相談センター　講堂
　問合せ▶保健相談センター　　　
　　　　　　（☎５２－７２９０）

「糖尿病といわれたら」　健康づくりのために、何か始めてみませんか？
　みなさんの元気を応援する教室です。

　平成２６年度の乳がん検診の受診券の有効期限は、３月
３１日（火）までです。３月は医療機関が込み合いますので、
２月中の受診をおすすめします。

乳がん検診について乳がん検診について

健康づくり講演会 か
ら
だ
応
援
ペ
ー
ジ

筑前煮風ですが、ピーナツバターを入れることで、こってりとしています。
　（和木町食生活改善推進協議会 5班）
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成人対象の予防接種のおしらせ成人対象の予防接種のおしらせ
成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

町内の満７５歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
　実施期間▶３月３１日（火）まで（転出後、無効）
　対象者▶以下、①～③すべてに該当する方
　　　　　①和木町に住民票がある満７５歳以上の方
　　　　　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない方
　　　　　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない方
　助成額の上限▶３，０００円　　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
　申込み▶保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからもダウンロード可）に記入
し、提出してください。一週間程度のち、助成券と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は
事前に医療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参の上接種を受けてください。

　町内実施医療機関▶木村医院・中村クリニック　
　　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。
＜注意事項＞
　・助成券を使っても無料にはなりません。
　・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。

予防接種法に基づく定期接種として、満６５歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
　実施期間▶２月２８日（土）まで（転出後、無効）
　実施医療機関▶木村医院・中村クリニック　
　　　　　　　　※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、事前にお問い合わせください。
　対象者▶和木町に住民票がある満６５歳以上の方
　　　　　※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳

１級程度の障害のある人、又はヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に日常生活が不可能な
程度の障害のある人は、接種できます。

　自己負担額▶ １，０８０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

高齢者インフルエンザ予防接種

予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種化されます。
　実施期間▶３月３１日（火）まで（転出後、無効）
　対象者▶これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことがない方で①②いずれかに該当する方。
　　　　　①平成２６年度内に６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳以上

になる方（年齢対象となる方に、９月中に通知しています）
　　　　　　※ただし、平成２５・２６年度に、町の制度を利用された方は、除外しています。
　　　　　②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全

ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方
　予診票の交付▶通知された書類を保健相談センターに提出し、予診票の交付を受けてください。
　　　　　　　　代理人が提出する場合は本人の記入・押印が必要です。
　自己負担額▶２，７６０円（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）

問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

町単独制
度

新制度

12



　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
19
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

日　

時
▼
2
月
7
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼

（
0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1
）

内　
　

容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の

相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご

説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
　

尚
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に

関
す
る
当
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
9
8
6
1
）

　

4
月
12
日
㈰
に
執
行
予
定
の
山
口
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

対　

象
▼
立
候
補
予
定
者
や
関
係
者

（
立
候
補
予
定
者
1
名
に
つ
き
2
名
以
内
）

日　

時
▼
3
月
3
日
㈫　

13
時
30
分
〜

場　

所
▼
岩
国
市
役
所
4
階
41
・
42
会
議
室

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要
な

書
類
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

直
接
請
求
の
禁
止
期
間
▼

　

2
月
11
日
〜
4
月
12
日

※
こ
の
期
間
は
、
直
接
請
求
の
署
名
を
集
め

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
29
ー
5
2
4
0
）

日　

時
▼
2
月
17
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

相
談
員
▼
中
原
弁
護
士

受　

付
▼
2
月
12
日
㈭
ま
で
（
先
着
5
名
）

お
願
い
▼

●
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

●
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
次
回
は
8
月
18
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
2
月
17
日
㈫　

13
時
〜
16
時

場　

所
▼
和
木
町
文
化
会
館
2
階商

工
指
導
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

山
口
県
司
法
書
士
会
は
、
2
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
県

下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登

記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
司
法
書
士
事
務
局

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

行

政

相

談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

面

接

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談

巡

回

相

談

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

各
種
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
19
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼

町
民
相
談
室
（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

主　

催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日　

時
▼
2
月
20
日
㈮　

9
時
〜
12
時

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）
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山
口
県
交
通
安
全
学
習
館
で
は
、
子
ど
も

の
悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
親
子

で
交
通
安
全
を
学
ぶ
「
交
通
安
全
・
土
曜
塾
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
親
子
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
土
曜
塾
へ

の
参
加
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

開
催
日
▼
2
月
21
日
㈯

開　

場
▼
山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

申
込
み
▼
山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

　
（
山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
0
8
3
ー
9
7
3
ー
1
9
0
0
）

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ
ン

ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
人
（
写
真
に
写

っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
）
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

交
通
安
全
・
土
曜
塾
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
の
和
木
町
交
通
災
害
共
済
の

加
入
に
必
要
な
書
類
等
は
2
月
下
旬
に
各
家

庭
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る

場
合
は
、
指
定
の
金
融
機
関
ま
た
は
住
民
サ

ー
ビ
ス
課
窓
口
で
掛
金
を
支
払
い
、
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
三
井
化
学
和

木
社
宅
自
治
会
、
三
井
化
学
寮
、
JX
和
木
寮

に
お
住
ま
い
の
人
、
及
び
わ
き
あ
い
あ
い
苑

に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
を
除
く
）

掛
金
▼
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在

　

○
一
人
に
つ
き　
　

5
0
0
円
／
年

　

○
中
学
生
以
下　
　

3
0
0
円
／
年

　

○
60
歳
以
上
の
人　

無
料

加
入
方
法
▼
指
定
の
金
融
機
関
ま
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
課
窓
口
で
掛
金
の
支
払
い
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
満
60
歳
以
上
（
掛
金
無
料
）
の
人
の
み
が

加
入
さ
れ
る
場
合
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、関
ヶ
浜
分
館
、

瀬
田
分
館
で
受
付
可
能
。（
加
入
金
の
必

要
な
方
は
左
記
の
場
所
で
お
手
続
き
く
だ

さ
い
）

指
定
の
金
融
機
関
▼

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
中
国
五
県
）

　

山
口
銀
行
（
県
内
支
店
）

　

山
口
東
農
業
協
同
組
合

※
和
木
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
が
扶
養

す
る
人
で
、
就
学
等
の
た
め
に
町
外
に
転

出
さ
れ
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

新
年
度
交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

【
訂
正
】
軽
自
動
車
税
の

税
額
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
人
の
た
め
の
共

済
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
交

通
事
故
、
労
働
災
害
の
事
故
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
で
の
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
の

死
亡
、
障
害
、
入
院
な
ど
保
障
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
災
害
な
ど
の
お
見
舞
い
金

や
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高
校
入

学
祝
い
金
も
給
付
し
ま
す
。

対　

象
▼
県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
で
、

契
約
発
効
日
の
前
日
に
健
康
な
人

掛　

金
▼
月
掛
け
（
１
人
）

1
型
…
…
…
…
…
4
5
0
円

2
型
…
…
…
…
…
9
0
0
円

3
型
…
…
…
1
，
5
0
0
円

4
型
…
…
…
2
，
0
0
０
円

高
齢
者
型
…
…
…
4
5
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
…
5
0
0
円

年　

齢
▼
満
15
歳
〜
満
71
歳

　
（
子
ど
も
は
、
0
歳
〜
満
25
歳
未
満
）

問
合
せ
▼
和
木
町
勤
労
福
祉
共
済
会

（
企
画
総
務
課
）（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

3
月
１
日
㈰
〜
7
㈯

全
国
統
一
防
火
標
語

　『
も
う
い
い
か
い

　
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

　

3
月
1
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
ま
す
の
で
、
火
の
元
、
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

広
報
わ
き
「
1
月
号
」
で
「
平
成
27
年
度

か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
更
に
な
り
ま

す
」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
昨
年
末
に

発
表
さ
れ
た
税
制
改
正
大
綱
に
よ
っ
て
、
原

動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
の
税
額
変
更
が
1
年
間
延
期
さ
れ
、
平
成

28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車

税
は
現
在
と
同
じ
税
額
に
な
る
予
定
で
す
。

平
成
27
年
度
▼
現
在
と
同
じ
税
額

平
成
28
年
度
▼
1
月
号
掲
載
の
税
額

2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス　

　

農
林
水
産
省
で
は
、
2
月
1
日
現
在
で

「
2
0
1
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村

は
も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用

で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る
た
め
の

調
査
で
す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す
べ
て

の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
『
農

林
業
の
国
勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。

　

皆
さ
ま
の
お
宅
や
会
社
等
に
調
査
員
が
調

査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

簡単管理
退職金は、国の制度を賢く活用

小企業

職金

ちゅう太くん きょう子ちゃん

済制度
http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

（独）勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部
TEL（03）6907-1234

全額非課税 掛金助成

「中退共
」で

検索！
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放
流
警
報
試
運
転
に
つ
い
て

消
費
者
啓
発
標
語
の
募
集

　

こ
の
度
、
弥
栄
ダ
ム
放
流
警
報
設
備
の
一

部
を
更
新
す
る
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
設
置
工
事
完
了
に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
お

よ
び
ス
ピ
ー
カ
ー
の
吹
鳴
試
運
転
を
実
施
し

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
▼
2
月
17
日
㈫　

9
時
〜
12
時

※
悪
天
候
の
場
合
順
延
あ
り

※
ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
行
い
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

　

弥
栄
ダ
ム
管
理
事
務
所（

☎
57
ー
3
1
3
5
）

応
募
資
格
▼
県
内
居
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学

し
て
い
る
方

応
募
作
品
▼
標
語
の
字
数
は
30
字
以
内
と

し
、
自
作
で
未
発
表
の
者
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法
▼
作
品
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
・
学
年
、
電
話
番
号
、
学
校
・

団
体
名
を
添
え
て
は
が
き
、
封
書
ま
た
は

メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
表
題
に
必
ず
「
兵
庫

応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
▼
3
月
10
日
㈮
当
日
消
印
有
効

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
標
語
募
集
係

　

〒
7
5
3
ー
0
8
2
1

　

山
口
市
葵
2
丁
目
6
番
２
号

☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1

M
ail:a12101@

pref.yam
aguchi.lg.jp

危
険
物
取
扱
者
試
験

商
工
会
会
員
募
集

　

商
工
会
で
は
、
商
工
業
者
の
方
々
か
ら
金

融
・
税
務
・
労
働
・
経
営
等
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

会
員
金
額
▼
8
0
0
円
／
月

　

個
人
会
費　
　
　
　
　
　

1
口
以
上

　

法
人
会
費
・
株
式
会
社　

4
口
以
上

※
詳
し
い
内
訳
は
商
工
会
事
務
局
へ

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会（

☎
53
ー
2
0
6
6
）

試
験
日
▼
6
月
14
日
㈰

願
書
受
付
（
書
面
申
請
）▼

　

4
月
10
日
㈮
〜
21
日
㈫

試
験
準
備
講
習

　（
乙
種
第
四
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）

講
習
日
時
▼

　

法　

令　

5
月
26
日
㈫

　

理
化
学　

5
月
27
日
㈬

※
い
ず
れ
も
9
時
〜
16
時

申
込
み
・
問
合
せ
▼
岩
国
地
区
防
災
協
会

（
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

内
）（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

期
　
日
▼
12
月
14
日

場
　
所
▼
福
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

準
優
勝
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ

第
14
回

狩
小
川
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　和木町総合型地域スポーツクラブでは、スポーツを通じた住民の方々の健康増進、体力向上を目指し、平成２６
年４月に設立いたしました。
　いつでも、どこでも、だれでもが気軽に、楽しくスポーツがしたくなるような、親しめるクラブの愛称を募集します。
応募資格▶町内在住者・町内勤務者・町内団体加盟会員
募集内容▶和木町総合型地域スポーツクラブの愛称
　※自作で未発表のものに限ります。
応募点数▶応募点数に制限はありませんが、１通につき１作品を応募して下さい。
募集締切▶３月２０日（金）必着
応募方法▶応募用紙に必要事項を記入し、送付または持参してください。※はがき、ＦＡＸでの応募も可
審　　査▶和木町総合型地域スポーツクラブ理事会にて審査します。
審査結果▶採用された場合は、受賞者にお知らせするとともに、関係ホームページに掲載します。
※採用作品に複数の同名称の応募があった場合は、抽選により１名を決定します。
※受賞者には、記念品を贈呈し、氏名を発表します。採用されなかった方には、ご連絡いたしませんのでご了承
ください。

記念品等▶＜採用作品＞　１点　　図書券　１０，０００円
その他▶
１．採用した名称（愛称）に関する一切の権利は和木町総合型地域スポーツクラブに帰属するものとします。
２．作品の採用にあたり、やむを得ず補作する場合があります。
３．応募者の個人情報は、本募集以外の目的には使用しません。
お問い合わせ及び送付先▶
　和木町総合型地域スポーツクラブ事務局（和木町体育センター内）
　〒７４０－００６１　和木町和木１丁目３番１３号　
　☎０８２７（５２）２８１１　　　０８２７（５２）９１４９　　e-mail　taiku@town.waki . lg . jp

「和木町総合型地域スポーツクラブ」の愛称を募集します！
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アートウイング（和木美術館）

イベント開催のお知らせ

　◎５人の作品展
日　時：2月6日（金）～2月8日（日）
　　　　　　10:00～17:00
内　容：池田輝男氏、小林秀嘉氏、二武功氏、
　　　　三谷唐生氏、安中多津江氏の和木町
　　　　の５人の匠による作品展示を行いま
　　　　す
料　金：入館無料

　◎ハンドメイドイベント「つなぐ」
日　時：2月21日（土）～　2月22日（日）
　　　　　　10:00～15:00
内　容：和木・岩国近郊のハンドメイド愛好
　　　　家による手作り品の体験や販売、展
　　　　示を行います。
料　金：入館無料

　また、２月２８日（土）～３月１日（日）に屋
久杉工芸品展示会もあります。
　ぜひ、アートウイング（和木美術館）にお越
しください！

受付期間▶２月１６日（月）～３月１６日（月）（土・日を除く）
　　　　　８時３０分～１７時
受付場所▶税務課（役場１階）
　　　　　※還付の申告は２月２日（月）から受け付けます。
申告に必要なもの▶
　印鑑、源泉徴収票、事業・不動産所得などがあった場合は収支内訳書、生命保険料・地震保険料支払証明書、
社会保険料支払証明書、医療費控除を受ける場合は支払った医療費の領収書、配偶者控除等を受ける場合
は配偶者の所得金額が分かるもの、本人名義の口座番号が分かるもの　など

所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります所得税の確定申告、町県民税の申告の受付がはじまります
申告期限が近づくと大変混雑しますので、申告はお早めに。

　災害により住宅や家財などに被害を受けられた方は、所得税と町県民税の申告で、雑損控除の適用
や災害減免法による所得税の軽減・免除を受けられる場合があります。

　【申告の際に必要な書類等】
・被害を受けた資産の明細（資産の内容、取得時期、取得価額）
・被害を受けた資産の取壊費用、除去費用その他これらに類する費用で、被害に関連して支出
した金額の明細の分かるもの及び領収書
・被害があったことによって受け取る保険金、損害賠償金等の金額がわかるもの
・役場から交付を受けた「り災証明書」
・所得金額の計算に必要な書類（給与所得の源泉徴収票など）
・本人名義の口座番号がわかるもの
・印鑑

災害により被害を受けられた方へ
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木
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会
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木

俳

句

教

室

秋
の
暮
コ
ト
ン
・
コ
ロ
コ
ロ
告
げ
に
く
る

　
　

狭
庭
に
こ
ろ
が
る
ど
ん
ぐ
り
達
よ

ガ
レ
を
観
て
マ
イ
セ
ン
観
て
の
帰
り
道

　
　

日
暮
れ
の
雪
の
結
晶
蒼
し

一
夜
あ
け
見
渡
す
限
り
銀
世
界

　
　

清
々
し
き
よ
自
然
の
力

見
え
る
も
の
白
一
色
に
染
め
あ
げ
て

　
　

雪
は
世
界
を
ひ
と
時
と
め
る

吾
の
中
に
鬼
も
仏
も
棲
ま
わ
せ
て

　
　

泣
い
て
笑
っ
て
今
年
が
終
わ
る

上
空
に
ひ
よ
ど
り
の
こ
ゑ
け
た
た
ま
し

　
　

光
の
網
に
か
か
り
た
り
し
や

向
田
登
美
子

竹
次　

兼
俊

森
本　

初
子

灰
岡　

裕
美

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

寒
夕
焼
海
と
干
潟
も
分
け
目
な
し

出
初
式
錦
帯
橋
へ
虹
立
た
せ

元
旦
や
吹
雪
の
街
と
な
り
に
け
り

着
ぶ
く
れ
の
籠
に
溢
れ
し
仕
舞
ひ
風
呂

初
夢
や
思
ひ
が
け
な
き
父
母
姉
妹

残
り
世
の
一
片
の
夢
小
正
月

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
処
理
】

　

公
的
機
関
が
「
個
人
情
報
を
削
除

し
て
あ
げ
る
」
な
ど
と
電
話
を
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終

的
に
は
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相
手
に
せ
ず

に
す
ぐ
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

一
度
電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
留
守
番
電
話

機
能
を
利
用
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

後
で
か
け
直
す
よ
う
に
す
る
方
法
が

有
効
で
す
。
ま
た
、
発
信
者
番
号
表

示
機
能
の
あ
る
電
話
を
使
用
し
て
い

る
場
合
に
は
、
番
号
非
通
知
や
知
ら

な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い

と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。 

　

一
度
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
取

り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
の

で
、
お
金
を
払
う
前
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
相
談
】

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
名
乗
る
人

か
ら
、「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
2

社
に
登
録
に
な
っ
て
い
る
。
1
社
は

削
除
で
き
た
が
、
も
う
1
社
の
情
報

を
削
除
で
き
な
か
っ
た
。
削
除
を
希

望
す
る
な
ら
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
紹
介
す
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で

「
希
望
す
る
」
と
答
え
る
と
、
後
日

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ

た
。
本
当
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
電
話
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
1
月
句
会
）

ひ
ら

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 115

公的機関をかたって
個人情報の削除を
持ちかける詐欺に注意！

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

今月の納税

問合せ ▼税務課（

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は3月2日㈪です。

4 期分
2 月分
8 期分
8 期分
8 期分

固定資産税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

　
還
付
金
詐
欺
と
は
、
町
職
員

等
を
名
乗
り
、
医
療
費
、
税
金

な
ど
の
払
い
過
ぎ
た
お
金
を
返

す
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ

せ
、
被
害
者
の
預
金
を
別
口
座

に
振
り
込
ま
せ
て
だ
ま
し
と
る

も
の
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

・
電
話
一
本
で
書
類
の
な
い
還

付
手
続
き
は
あ
り
得
な
い
こ

と
か
ら
、
電
話
を
切
り
、
役

場
等
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
指
示
さ
れ
た

ら
振
り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま

し
ょ
う
。

還
付
金
等
詐
欺
に
ご
注
意

17



詳しくは、住民サービス課にお問い合わせください。（☎５２－２１９４）

　和木町では「使用済小型家電」の回収を行なっております。資源の有効利用と環境汚染の防止のため、
小型家電の回収にご協力ください。回収ボックスは下記の回収場所に設置しておりますので、ご協力を
お願いします。

　１ 和木町役場
　２ 和木町文化会館
　３ 和木町総合コミュニティ
　　 センター

※回収時間は開館日の開館時間
になります。
※従来通り金属・不燃ごみとし
てステーションでの収集も行
ないます。ただし、個人情報
保護対策が必要なパソコン等
や携帯電話端末（タブレット
型端末を含む）は各ごみステー
ションに排出できません。

  ●電気式生ごみ処理機●
　家庭から出る生ごみを堆肥化するために「電気式生ごみ処
理機」の購入費用の一部を補助する制度があります。補助額は、
下記のとおりです。
　【対　象】町内居住者（１世帯１機、再度補助を受ける場合は、
５年経過後）
　【補助額】購入金額の１／２（限度額２５，０００円）

  ●生ごみ処理容器●
　家庭で出る生ごみの堆肥化に使用する容器等を下記の価格で
販売いたします。
　【対　象】町内居住者
　【販売価格】

　【申込み及び問合せ】
　　住民サービス課（☎５２－２１９４　）

　本町における地球温暖化の一環とし
て、電気自動車の普及促進に寄与するた
め、町内２カ所（和木町文化会館駐車場、
蜂ヶ峯総合公園バラ園駐車場）に、電気
自動車用急速充電器を設置しました。

利用開始▶２月６日（金）から
利用料金▶無料（４月末日頃までの予定）

利用開始前にセレモニーを開催します。
日　時▶２月６日（金）１１時～
場　所▶文化会館駐車場

EM

家庭用電気式生ごみ処理機等の購入を補助します。 町内に急速充電器を２基設置

EV急速充電器完成セレモニー
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男　3,189人
（±0）

女　3,250人
（＋4）

平成27年1月1日現在
総人口　6,439人

世帯数　2,778世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（＋4）

（＋2）

業務内容▶介護保険要介護認定調査
募集人員▶１名
報　　酬▶調査一件につき３，５００円
資　　格▶
●介護支援専門員の資格を有し、介護保険要
介護認定調査ができ、普通自動車免許のあ
る方

●平成２７年４月から業務が行える方
勤務日時▶調査員と申請者等との間で調整した

日時
調査場所▶申請者の自宅、町内または近隣市の

入所施設、病院
募集締切▶３月２３日（月）
申込方法▶保健福祉課に履歴書及び介護支援専

門員登録証明書を提出してくださ
い。

選考方法▶書類選考及び面接
問合せ▶保健福祉課高齢者・介護係

（☎５２－２１９６）

業務内容▶児童の遊びや学習習慣等の指導
募集人数▶２名
採用期間▶平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日
賃　　金▶１１３，４００円／月　賞与２．８ヶ月
保　　険▶社会保険・雇用保険・厚生年金を適用
資　　格▶保育士、社会福祉士、幼稚園、小・中・高等

学校教諭などの資格・免許を有する人または
放課後児童教室で指導員の経験が２年以上あ
る人が望ましい

勤務時間▶１４時から１８時（平日）
　　　　　※土曜日については８時から１７時まで

※年度初めで学校が早く終わる場合は、それ
に合せた勤務となります。

応募方法▶２月２３日（月）までに履歴書（市販用紙、
写真添付）・資格証明書の写しを住民サービス
課に提出してください。

　　　　　後日面接を行います。
問合せ▶住民サービス課
　　　　（☎５２－２１９４）

介護保険認定調査員募集 わきっこクラブ指導員募集

　
和
木
町
商
工
会
で
は
、
新
規
事
業
設
立
の

た
め
、
パ
ー
ト
従
業
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数
▼
1
人

業
務
内
容
▼
観
光
企
画
・
一
般
事
務
・
撮
影

補
助
な
ど

勤
務
時
間
▼
9
時
〜
15
時

賃
　
金
▼
7
5
0
円
／
時

休
　
日
▼
週
休
2
日
制

※
土
日
出
勤
有
（
20
日
／
年
程
度
）

加
入
保
険
▼
労
災
・
雇
用
保
険

資
格
等
▼

・
普
通
自
動
車
免
許
・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方

・
町
内
在
住
の
方

申
込
締
切
▼
2
月
16
日
㈪

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会（

☎
53
ー
2
0
6
6
）

　
4
月
26
日
㈰
に
執
行
予
定
の
和
木
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象
▼
立
候
補
予
定
者
や
関
係
者

日
　
時
▼
3
月
2
日
㈪
　
13
時
30
分
〜

場
　
所
▼
役
場
3
階
会
議
室

※
当
日
、
立
候
補
の
届
け
出
な
ど
に
必
要
な

書
類
を
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
52
ー
2
1
3
6
　
内
線
3
0
6
）

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

短
時
間（
パ
ー
ト
）従
業
員
募
集
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